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1-1 上位・ 関連計画などの整理 
①上位計画と 構想の位置づけ 

ア） 第２ 次春日部市総合振興計画 

人口減少社会の到来や少子高齢化の進展、 地域の活性化を 背景に、「 つながる  にぎわう  すま

いるシティ  春日部」 を まちの将来像と し た施策を 推進し ています。本市では特に、子ども たちが

新たな時代に対応でき る教育の充実が求めら れている社会経済の情勢を 踏まえ、 子ども たちの調

和の取れた「 生き る力」 を 着実に育む施策を 推進すると と も に、 こ れから の時代に対応し た集約

型都市構造への転換を 図るこ と と し ています。  
 

計画では本市が取り 組むべき 地域課題と し て、 右

の課題があげら れています。こ のなかで特に「 生き る

力」 を 育む教育は、 市民意識調査においても「 基礎学

力の定着と 向上」 が望まれており 、 また「 心身の健康

づく り と 体力の向上」 を 重要と 考える 市民の割合が

増加するなど、 重要性が高まっ ています。  
 

こ れら の地域課題に対応し て、計画では、子育てと

「 生き る 力」 を 育むこ と を まち づく り の１ 番目の基

本目標に設定し 、市民が主役と なっ て、と も に連携し

ながら まち の魅力を 創っ ていく まち づく り を 目指し

ています。  
 
 

 

 

【 本事業※の位置づけと 求めら れる方向性】  

 
 

   ※本事業：（ 仮称） 科学技術学習児童館整備事業 

  

まちづく り の理念 
まちづく り における 

１ 番目の基本目標と し ての子育て  

「 市民が主役」  

「 まちの魅力を創る」  

「 共に未来へチャ レ ンジする」  

子どもが幸せに育ち、 生きる力をはぐく むまち 

 安心し て子ども を産み、 楽し く 子育てできる 

 知・ 徳・ 体のバラ ンスがと れた子ども を育てる 

 思いやり の心と 夢をも っ た青少年を育てる 

春日部の未来を 創る事業と し ての児童館整備 
春日部市では「 子育て」 と 「 生き る力」 を 育むこ と がまちづく り の基本目標と なっ ていま

す。 本事業は、 春日部市のまちづく り を 牽引する事業と し て位置づけるこ と ができ 、 子育

て支援機能にと どまら ず、 市民や地域と 連携し ながら 未来を 育成・ 創造し 、 それがまち の

魅力と なっ ていく 、 新たな発想による事業のあり 方が求めら れていると 考えます。  

本市の地域課題 

  子育て世代の多様なニーズに対応する 

  高齢者が元気に、住み慣れた地域で暮

ら す 

  市民と 行政がと も に協力し て安心・ 安

全なまちをつく る 

  個性を 尊重し 、「 生き る力」 を 育む教

育を おこ なう  

  市街地の魅力と にぎわいを 創出する 

  持続可能なまちを次世代に引き 継ぐ  
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①上位計画と 構想の位置づけ 

イ ） 第２ 期春日部市子ども ・ 子育て支援事業計画 

我が国では、 少子・ 高齢化の進行、 共働き の子育て世帯の増加による保育所待機児童問題や放

課後児童ク ラ ブ不足の表面化を 背景と し て、 低年齢児を 持つ親から の保育ニーズの増加、 安心し

て子ども を 産み育てる環境の充実がさ ら に重要と なっ ています。 また、 平成27年に国連で採択さ

れた「 持続可能な開発目標（ SD Gs）」 では17の目標が設定さ れており 、 日本政府においても「 女

性と 次世代」 を キーワード の一つと し ています。 そのよう な中、 子ども ・ 子育て支援に関する 施

策は関連性の強い項目が多く 、 率先し て取り 組んでいく こ と が必要になっ ています。  
 

本市で は平成27 年３ 月に「 春日部市子ど

も・ 子育て支援事業計画」 を 策定し 、「 子育て

世代に選ばれるまち 」 を 目指し て、 次世代を

担う 子ども と 子育て家庭への支援や母子の健

康づく り 、 青少年の健全育成などを 総合的・

計画的に推進し てき まし た。  
 

令和２ 年３ 月には「 第２ 期春日部市子ども・

子育て支援事業計画」 を 策定し 、 前期の基本

理念を継承すると と も に、 子ども の健やかな

育ち と 保護者の子育てを 社会全体で支援する

環境づく り を より 一層進めると し ています。  
 

その中で本事業は「 第２ 期春日部市子ども・

子育て支援事業計画」 における 基本目標であ

る「 地域ぐ るみで子ども を 育てる環境づく り 」

を 実現するための基本施策「 心豊かに育つ場

づく り 」 の「 地域の活動・ 交流拠点づく り 」

に位置づけら れています。  
 
 
 

 

【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

 

地域の人々が集い、 交流し ながら 、  

子ども たちの「 生き る力」 を  

育んでいく 場と し ての児童館づく り  
 

本事業は、 地域と と も に多様な子育てニーズに応えながら 、 子ども たちの居場所づく り 、

世代を 超えた交流の推進、 つながり の輪づく り が連携し て、 子ども たちが心豊かに育つ春

日部を実現する事業と 捉えるこ と ができ ます。  

春日部の地域と 人がつながり 、 未来を つく る 「 力」 を 育む、 児童館の実現が求めら れてい

ると 考えます。  

＜本事業の位置づけ＞ 

基本施策３ －３  心豊かに育つ場づく り  

 

地域の活動・ 交流拠点づく り  

＜基本理念＞ 

明るい笑顔 つながる地域 
みんなで子育て かすかべっ 子 

第２ 期春日部市子ども ・ 子育て支援事業計画 
と 本事業の位置づけ 

＜基本目標＞ 

1 . 多様なニーズに応じ た幼児期の教育・
保育の環境整備 

2. 子ども の健やかな成長の支援 

3 . 地域ぐ る みで 子ど も を 育て る 環境づ
く り  

4 . すべて の子ど も と 子育て 家庭が安心
し て暮ら せるまち づく り  
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②関連計画と 構想に求めら れる考え方 

ア） 春日部市シティ セールス戦略プラ ン 

本市では、 人々や事業者から 選ばれるまちの実現を 目指し て、 観光資源の魅力向上と 情報発信

や広報の戦略的発信を 効果的にし ていく ため、 平成25年度に「 春日部市シティ セールス戦略プラ

ン」（ 第1次プラ ン） を策定し 、 シティ セールスの推進に努めてき まし た。  
 

同プラ ンでは、“一人でも 多く の人がこ のまちで過ごす毎日を 、そし て地域の人と のつながり を

大切に想えるき っ かけを 創り 、 春日部と いう まちを「 わたし たちのまち」 と 自分のこ と のよう に

意識し 共感でき るよ う な場所にする ための、 まち全体で一体感を 持っ て取り 組む”こ と を 基本と

し た戦略指針と アク ショ ンプラ ンを 策定し 、 本市の魅力を育てる取組みを 進めてき まし た。  
 

第１ 次プラ ンでは、取組みの合言葉

を「 ホッ と する住みごこ ち＋１（ プラ

スワン）」 と 設定し 、 春日部と いう ま

ちを「 わたし たちのまち」 と 自分のこ

と のよ う に意識し 共感でき る よ う な

場所と する ため、 市民を 主な対象に

「 まき こ む・ つながる・ ひろ がる」 取

組みを 進めてき まし た。  
 

平成30年度から は、「 第2次春日部

市シティ セールス戦略プラ ン 」（ 第2

次プラ ン） を 策定し 、第１ 次プラ ンで

行っ てき た市内向けの施策に加え、市

外に向けた戦略的な施策を 推進する

こ と で、 まちの将来像「 つながる・ に

ぎわう ・ すまいるシティ 春日部」 の実

現を 目指し 、誰から も「 選ばれるまち」

と なるよう 、積極的なシティ セールス

に取組んでいます。  
 

 
【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

   

春日部ら し い暮ら し の魅力を 市内外に発信し 、  

“まき こ む・ つながる・ ひろ がる” 

ムーブメ ント を醸成する児童館へ 
 

本事業は、 春日部市の魅力を 市内外に発信するため、 市内外を 「 まき こ む・ つながる・ ひ

ろ がる」 ムーブメ ント を つく る核に位置づけら れます。  

そのため、 市内外の共感を 広く 獲得し ていく 、 独自性と 発信にあふれた、 シンボリ ッ ク な

事業や施設展開が求めら れていると 考えます。  

【 第１ 次プラ ン 】  

＜合言葉＞ ホッ と する住みごこ ち＋１  

＜進め方＞ 

1. まき こ む： まちへの愛着や誇り 。 共感をはぐ く む 
き っ かけを つく る  

2 . つながる： まち の魅力や市民同士、 活動自体が 
互いにつながり 、 まち全体の活性化につなげる  

3. ひろがる： まちの個性や魅力がまち全体に根付き、
発信さ れていく  

春日部市シティ セールス戦略プラ ン 

【 第２ 次プラ ン 】  

第１ 次プランを引き継ぎながら市外向けＰ Ｒ へと 発展 

市内向けＰ Ｒ と 市外向けＰ Ｒ を 

戦略的・ 効果的に実施 

「 わたし たち のまち 」 そし て、誰から も「 選ばれる
まち 」 へ。  
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②関連計画と 構想に求めら れる考え方 

イ ） 春日部市SD Gs未来都市計画 

本市では、 平成27年に国際社会全体の目標と し て国連において採択さ れた「 持続可能な開発目

標（ SD Gs）」 を 受けて、「 春日部市SD Gs推進方針」 を 定め、 春日部市のすべてのステーク ホルダ

ーと 一体と なっ てSD Gsの推進に取組んでいます。  
 

令和２ 年には、「 春日部市SD Gs未

来都市計画」 を 策定し 、 内閣府から

「 SDGs未来都市」 に選定さ れまし た。

同計画では、 2030年のある べき 姿を

“だれも が「 住んでみたい、住み続けた

い」と 思う まち”と 設定し 、春日部２ 世、

３ 世へと 住みつなぐ 「 世代が循環する

まち」 の実現を目指し ています。  
 

具体的な取組みでは、 子育てが楽し

い、元気でいきいきと 笑顔で暮らせるま

ちの実現に向けた子育て環境の整備や

生きる力の育成を図る教育、だれからも

選ばれる、魅力的でにぎわいのあるまち

を実現する多極ネッ ト ワーク 型コ ンパ

クト シティ の形成など、子育て支援と 生

きる力の教育、都市機能の整備などを一

体と し た取組みが計画さ れています。  
 

 

【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

 
 

  

未来都市づく り を 牽引する拠点と し て、  

未来に向けたさ まざまな取組みと 連携し 、  

相乗効果を生む児童館へ 
 

本事業は、 子育てニーズに対応し ながら 、「 世代の循環」 を 実現すると と も に、 多極ネッ ト

ワーク 型コ ンパク ト シティ を 実現する都市機能誘導施策や生き る力を育む教育、 地域・ 世

代間交流などの取組みと 連携し ながら 、 春日部市が目指す持続可能な未来のまちの実現に

貢献し ていく こ と が求めら れていると 考えます。  

＜2030年のあるべき姿＞ 

だれも が「 住んでみたい、 住みつづけたい」 と 思う まち 
春日部２ 世、 ３ 世へと 住みつなぐ“世代が循環するまち” 

春日部市SD Gs未来都市計画 

①子育てが楽し い、 元気でいきいきと 笑顔で暮ら せるまち 

 子育て世帯を支える環境 

 生きる力の育成を図る教育 

 高齢者のいきいきと し た生活 

②だれから も 選ばれる、 魅力的でにぎわいのあるまち 

 鉄道高架化による春日部駅周辺の整備 

 多極ネッ ト ワーク 型コ ンパク ト シティ の形成 

 特長を生かし たし ごと の創出 

 魅力ある商業環境と 観光資源 

③未来へつながる、 みんなでつく る安心・ 安全なまち 

 環境にやさ し い、 自然と 人が共生し た暮ら し の実現 

 防災・ 防犯対策の充実 
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②関連計画と 構想に求めら れる考え方 

ウ） 春日部市都市計画マスタ ープラ ン／春日部市立地適正化計画 

本市では、 都市計画に関する基本的な方針と なる「 春日部市都市計画マスタ ープラ ン」 を策定し 、

“市民が主役”“まちの魅力を創る”“共に未来へチャ レンジする”を基本理念に、「 職と 住居が近接し た、

コ ンパク ト で魅力的なにぎわいのあるまち、春日部」を基本方向と するまちづく り に取組んでいます。 
 

また、「 春日部市立地適正化計画」

では、 春日部市都市計画マスタ ープ

ラ ンと 連携し ながら 、 “「 世代が循環

する」 持続可能な、 活力あるまち ”の
実現を 目指し 、 都市全体の観点から

都市機能の効果的な誘導・ 立地促進

や公共交通の充実を 図る こ と と し て

います。  

春日部市都市計画マスタ ープラ ン

及び春日部市立地適正化計画では、

市内の各地域に拠点を 設定し 、 それ

ぞれの役割に応じ て、 持続可能で快

適・ 便利なコ ン パク ト な都市構造を

目指し ています。 子育て機能はその

ための機能の一つに位置づけら れて

います。  
 

【 拠点の類型と 役割の設定】  ※春日部市立地適正化計画より 抜粋 

春日部市都市計画 
マスタ ープラ ンに 
おける位置づけ 

拠点 
春日部市立地適正化

計画における 
拠点類型 

拠点の役割 

都市拠点 
（ 都心）  

春日部駅 
( 八木崎駅含む)  

都市拠点 
（ 都心）  

  高次で多様な都市機能を備え、 都市活力を
牽引する拠点 
  市の商業・ 業務中心地 

都市拠点 
（ 副次）  

南桜井駅 

都市拠点 
（ 副次）  

  旧庄和町の中心核と し て、 多様な生活 
サービスが享受でき る 利便性の高い拠点 

 武里駅 
  市内有数の人口集積地である 武里団地を

含む市域南部の中心核と し て、多様な生活
サービスが享受でき る 利便性の高い拠点 

地域生活拠点 一ノ 割駅 

地域拠点 
  二次生活圏に必要と さ れる日常生活に密着

し た生活サービ スが享受でき る 拠点  豊春駅 

 北春日部駅 

生活拠点 
  居住誘導区域内において、生活を送るう えで

必要なサービスやコ ミ ュニティ を、持続的に
維持・ 確保するための拠点  藤の牛島駅 

  

職と 住居が近接し た、  

コ ンパク ト で魅力的なにぎわいのあるまち、  

春日部 

春日部市都市計画マスタ ープラ ン 

 市民のだれもが都市の便利さ と 豊かな自然を享受し 、安心
し て快適に暮ら せるまち 

 一人ひと り のニーズに向き合っ た、 子育て世代に選ばれ、
世代が循環するまち 

 県東部の中心都市と し て、 水と 緑豊かな本市の個性を
活かし 、 魅力と 活力のある自立し たまち 

 東西南北の十字型鉄道網と バスネッ ト ワーク を活かし た、
多極ネッ ト ワーク 型コンパク ト シティ  

 人と 自然が共生し た豊かな環境で、だれもが心地よく 暮ら
せるまち 
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春日部市都市計画マスタ ープラ ン及び春日部市立地適正化計画を踏まえた方向性を以下のよう に

設定し ます。  

 

【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

 
 
 
  

＜子育て機能の位置づけ＞ 

春日部市立地適正化計画において、子育て機能（ 児童発達支援センタ ー・ 子育て支援センタ ー・

保育施設） は、 都市拠点、 地域拠点に位置づけら れています。  

春日部市のこ れから のまちづく り と 連携し た児童館の必要性 
 

子育て世代の多様なラ イ フ スタ イ ルの実現を 支援する拠点と し て、 子育て世代のニーズに

対応し た機能と サービスを 提供すると と も に、 地域における生活の核と なる場と し ての事

業の推進が求めら れていると 考えます。  
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②関連計画と 構想に求めら れる考え方 

エ） 春日部市の教育 

本市では、「 子ども が幸せに育ち、 生き る力をはぐ く むまち」 を基本目標と する「 かすかべっ 子

はぐ く みプラ ン」 に基づき 、「 春日部メ ソ ッ ド 」 の推進に取組んでいます。  
 

春日部メ ソ ッ ド の推進にあたっ ては、「 ８ つのチャ レ ンジ」（ 春日部のチャ レンジ８ ）を 設定し 、

本市なら ではの特色ある学校づく り に取組んでいます。  
 

 
 

かすかべ未来研究所では、 平成30年度の調査研究において、 市内小中学校の教職員及び保護者

を対象に「 春日部市の教育に関するアンケート 」 を 実施し まし た。 その中で、「 春日部メ ソ ッ ド 」

の「 8つのチャ レ ンジ」 の達成度について、 小学校の教職員の回答結果から 、「 ②理科・ 科学教育

の推進」 をより 充実し ていく 必要があるこ と が分かり まし た。 そのため、「 春日部メ ソ ッ ド 」 が掲

げる「 科学的思考力を 高める授業の充実」 や「 体験型学習の充実」 などによる「 小さ な科学者の

育成」 に資する取組みについて提案し ています。  

 
【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

 
 

 

 
  

春日部市における教育課題と し ての理科・ 科学教育の推進と  

未来を 担う 「 小さ な科学者」 の育成 
 

春日部市では、「 生きる力」 を一層確実に育成するこ と をねらいと し た学校教育の充実を図っ て

いますが、「 理科・ 科学教育のより 一層の充実」 が課題と なっており 、「 未来の科学者」 が育っ て

いく よう な場づく り が必要と なっていると 考えます。  
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1-2 関係法令などの整理 
①児童館の設置運営要綱 

児童館の設置運営について（ 平成2年8月7日厚生省発児第123号厚生事務次官通知）  

児童館の目的を 、 児童に健全な遊びを 与えて、 その健康を 増進し 、 情操を 豊かにする こ と と し 、

児童館の種別、 機能、 設置及び運営主体、 設備及び運営等について記載し ています。  

本要綱による児童館の種別・ 機能・ 特徴は次の表のと おり です。  
  

小型児童館 
児童センタ ー 大型児童館 

 
大型児童センタ ー A型 B型 

面積 217.6㎡以上 336.6㎡以上 500㎡以上 2,000㎡以上 1,500㎡以上 

設置 市町村（ 特別区含）、
社団・ 財団法人、 社
会福祉法人 等 

市町村（ 特別区含）、
社団・ 財団法人、 社
会福祉法人 等 

市町村（ 特別区含）、
社団・ 財団法人、 社
会福祉法人 等 

都道府県 都道府県、 市町村、
社団・ 財団法人、  
社会福祉法人 等 運営 

都道府県 
※社団・ 財団法人、社会
福祉法人等に委託可 

機能 
・  

特徴 

  児童に遊びを与え、
健康を 増進し 情操
を豊かにする 
  地域組織活動を促進

する 

小型児童館機能 
＋体力増進指導機能 
（ ＋年長児童育成
機能）  

小型児童館機能 
＋特に年長児童の
活動に配慮 

児童センタ ー機能 
＋県内児童館の指
導及び連絡調整等
の中枢機能 

児童センタ ー機能 
＋自然の中で宿泊
や野外活動が行え
る機能 

対象 
児童 

18歳未満のすべて
の児童 

※小地域の児童が対象
特に低学年や留守家庭
児童 

18歳未満のすべて
の児童 

※運動に欠ける幼児・
低学年を優先 

18歳未満のすべて
の児童 

※特に年長児童を優先 

18歳未満のすべて
の児童 

※広域の児童が対象 

18歳未満のすべて
の児童 

※広域の児童が対象引
率者にも 配慮 

出典： 厚生労働省「 児童館ガイ ド ラ イ ンに基づく 児童館実践事例集（ 令和２ 年３ 月）」 P69 児童館の種別・ 機能・
特徴より  

 

②児童館ガイ ド ラ イ ン 平成30年10月改正 

改正さ れた児童館ガイ ド ラ

イ ン で は、 子ど も の意見の尊

重、子ども の最善の利益の優先

を 示すと と も に、児童館の施設

特性を、 ①拠点性（ 地域におけ

る 子ども のための拠点）、 ②多

機能性（ 子ども のあら ゆる課題

に直接かかわる）、③地域性（ 地

域の住民や関係機関と 連携） に

整理し ています。  

 
【 本事業の位置づけと 求めら れる方向性】  

 

幅広い年齢層の子ども たちの日常生活拠点と し ての、  

地域に求めら れる機能や活動を 統合し た児童館づく り  
 

児童館ガイド ラインでは、子どもたちがそれぞれの年齢に応じ て生きる力を学び、成長できる場

と し て、 18歳未満のすべての子ども たちの日常的な利用に対応し た施設機能やプログラ ムを整

備すること が求められています。  

子どもたちの暮らし に密着し た遊びと 子育て支援及び地域連携を基本と し て、 地域特有の課題

やビジョ ンに対応し た、 柔軟な事業計画、 施設計画が必要と なっていると 考えます。  

＜児童館の対象＞ 
  18歳未満のすべての子ども が対象 

＜児童館の機能・役割＞ 
  遊び及び生活を 通し た子ども の発達の

増進 

  子ども の安定し た日常の生活の支援 

  子ども と 子育て家庭が抱える 可能性の

ある課題の発生予防・ 早期発見と 対応 

  子育て家庭への支援 

  子どもの育ちに関する組織や人と のネッ ト

ワークの推進 

＜児童館の活動内容＞ 
  遊びによる子ども の育成 

  子ども の居場所の提供 

  子ども が意見を述べる場の提供 

  配慮を必要と する子ども への対応 

  子育て支援の実施 

  地域の健全育成の環境づく り  

  ボラ ンティ ア等の育成と 活動支援 

  放課後児童ク ラ ブの実施と 連携 

児童館ガイ ド ラ イ ンのポイ ント  
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2B1-3  既存の児童センタ ーの取組みと 現状の確認 
①こ れまでの取組み 

本市では、 児童が健全な遊びを通し てその健康

を 増進し 、 情操を 豊かにするこ と を 目的と し た児

童厚生施設の整備に取組み、 こ れまでに３ か所の

児童センタ ーが設置さ れています。  

 

 

 

 

②春日部市における児童センタ ーの立地状況 

既存児童センタ ーの位置を みると ３ 館と も に東武伊勢崎線の東側かつ、東武野田線の北側にあり

ます。  
 

   

児童センタ ー整備の歩み 
 

平成16年 春日部第１ 児童センタ ー 

 「 エンゼル・ ド ーム」 オープン 

平成21年 春日部第２ 児童センタ ー 

 「 グーかすかべ」 オープン 

平成22年 庄和児童センタ ー 

 「 スマイ ルし ょ う わ」 オープン 
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③各施設の現状 

ア） 春日部第１ 児童センタ ー「 エンゼル・ ド ーム」  

 

所 在 地 春日部市牛島３ ７ １ 番地１  

設 置 年 月 平成16年8月 

面 積 

  敷地面積： 5,923 .54㎡ 

  建築面積： 1,672 .31㎡ 

  延床面積： 1,204 .88㎡ 

  駐車場： 78台 

  駐輪場： 49台 

 

施 設 概 要 

  乳幼児から 小学生までを主たる対象と し た郊外型児童センタ ー。  

  自然の中で元気に遊ぶこ と ができ 、 雨の日にも 体を 存分に動かし て遊
べる施設と し て設立。  

  平成25年7月から 新たに子ども たちが安心し て水に親し める遊び場と
し て親水広場を 整備。  

  親水広場には3歳から 6歳児向けのスラ イ ダーエリ アと 、 低年齢の子ど
も 向けの噴水エリ アの2つのエリ アがある。  

主 要 施 設 

  プレ イ ルーム 

  パソ コ ンコ ーナー 

  視聴覚室 

  図書・ 学習コ ーナー 

  親水広場 

活動及び事業内容 

エンゼルのつどい（ 親子のふれあい遊び）、科学体験教室、電車のおもちゃを
使った遊び、 将棋・ 囲碁遊び、 蝶の標本づく り 、 ザリ ガニ釣り 、 夏まつり な
ど 

利 用 状 況 来館者数 137 ,006人（ 令和元年度）  

運 営 方 法 指定管理者制度 

 

フロアマップ 

   

春日部第１児童センター「エンゼル・ドーム」ホームページより 

屋外図 屋内図 
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③各施設の現状 

イ ） 春日部第２ 児童センタ ー「 グーかすかべ」  

 

所 在 地 春日部市粕壁三丁目８ 番地１  わいわい春日部パーク ３ ・ ４ 階 

設 置 年 月 平成21年9月 

面 積 
  専有床面積： 1,490 .92㎡   駐車場:94台（ 他施設と の共用）  

  駐輪場： 240台（ 他施設と の共用） 

施 設 概 要 

  中学生から 高校生までを 主たる対象と し た都市型児童センタ ー。  

  健全な遊びを通し てその健康を 増進し 、 情操を 豊かにするこ と を目的
に設立。  

  木のぬく も り を 感じ ら れるよう に、 テーブルやド アなどにふんだんに
木を 利用し 、 温かみのある施設と なっ ている。  

  当該建物は、 公共施設( 保育所、 子育て支援センタ ー、 児童センタ ー)
と 民間施設（ スポーツ施設、 商業施設（ 仏具店）） の複合施設。  

主 要 施 設 

  交流スペース 

  マルチメ ディ アスタ ジオ 

  図書室 

  自主学習室 

  集会室１ ・ ２  

  多目的室 

  音楽スタ ジオ1・ 2 

  体育室 

  屋上広場 

活動及び事業内容 

乗り 物などのおも ちゃ 遊び、 工作教室、 リ ズム遊び、 科学体験教室、  
おも ちゃ の修理、 吹き 矢教室、 将棋遊び、 フ リ ーマーケッ ト 、 夏まつり 、 
昔遊びなど 

利 用 状 況 来館者数 76 ,247人（ 令和元年度）  

運 営 方 法 指定管理者制度 

 

フ ロアマッ プ 

   
春日部第２児童センター「グーかすかべ」ホームページより 
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③各施設の現状 

ウ） 庄和児童センタ ー「 スマイ ルし ょ う わ」  

 

所 在 地 春日部市金崎８ ３ ９ 番地１  庄和総合支所２ 階 

設 置 年 月 平成22年8月 

面 積 

  専有床面積： 878 .35㎡   駐車場： 125台 

  駐輪場： 256台 

駐車場・ 駐輪場と も に庄和総合支
所・ 庄和図書館と 共用 

施 設 概 要 

  庄和総合支所庁舎有効活用施設整備事業によ り 、 庄和総合支所2階に
開館。  

  庄和総合公園と 一体化し た、 ゆと り ある森の中の施設と し て開館。  

  当該建物は、庄和総合支所、庄和図書館、庄和児童センタ ーの3つの機
能を 有し た複合施設。  

主 要 施 設 

  プレ イ ルーム 

  パソ コ ンコ ーナー 

  交流スペース 

  乳幼児室１  

  集会室 

  乳幼児室２ ・ おはなし の部屋 

活動及び事業内容 

みっ く すじ ゅ ーす（ 親子のふれあい遊び）、 おも ちゃ の修理、  
囲碁・ 将棋遊び、 工作教室、 子ども の寝相アート 、 夏まつり 、  
ク リ スマス会など 

利 用 状 況 来館者数 52 ,011人（ 令和元年度）  

運 営 方 法 指定管理者制度 

 

フ ロアマッ プ 

   
庄和児童センター「スマイルしょうわ」ホームページより
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④運営状況 

児童センタ ー3館は、 指定管理者制度を 導入し 、 施設の運営・ 維持管理を 行っ ており ます。  

民間のノ ウハウを 取り 入れた効率的・ 効果的な事業を 展開し 、 年間の来館者数は、 平成30年度に

3館全体で延べ30万人を 超え、 子ども と 保護者が楽し める居場所を 提供し ています。  
 

資料１  過去5年間の来館者数（ 延べ利用者数）  

単位： 人／年 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

春日部第１ 児童センタ ー 
「 エン ゼル・ ド ーム」  

129 ,810  132 ,332 143 ,932 154 ,101 137 ,006 

春日部第２ 児童センタ ー 
「 グーかすかべ」  

89 ,403 90 ,064 87 ,811 90 ,226 76 ,247 

庄和児童センタ ー 
「 スマイ ルし ょ う わ」  

61 ,805 64 ,351 54 ,212 57 ,175 52 ,011 

 

 

資料2 児童センタ ー３ 館利用者の満足度（ 年2回実施のアンケート 結果より ）  

 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

満足度 96 .8％ 96 .4％ 96 .4％ 96 .9％ 95 .1％ 

 

  



１ ．前提条件の確認・ 整理  

－ 15 － 

1-4 児童センタ ー整備に関する市民の要望・ 意見（ アンケート 結果の抜粋）  
 

「 第２ 期春日部市子ども・ 子育て支援事業計画に係るアンケート 調査報告書／平成30年度」 よ

り 、「 児童センタ ーについて」 の設問及び「 児童館・ 子育て支援センタ ー・ 子ども の居場所など」

に関する要望・ 意見（ 自由回答） から 、 児童センタ ーに期待する機能や求めているも のを抜粋し

まし た。  

 

児童センタ ーなどにどのよう な設備（ 部屋・ スペースなど） を求めるか 
 

■就学前児童保護者 

全体では「 子ども が遊べる 遊具等の設置」 が75 .6% と 最も 多く 、「 外に広い遊び場」 が41 .5% 、

「 水遊びができ る 親水・ 噴水広場」が34 .4% 、「 体操やダン スなど軽い運動ができ る 部屋」が29 .4% 、

「 みんなで工作ができ る部屋」 が19.7% 、「 誰も がく つろ げて話ができ るスペース」 が17.9% と 続い

ている。  
 

■小学生保護者 

全体では「 子ども が遊べる 遊具等の設置」 が61 .7% と 最も 多く 、「 外に広い遊び場」 が41 .9% 、

「 年齢を問わず使える自習スペース」が29.8% 、「 体操やダンスなど軽い運動ができる部屋」が29.5% 、

「 みんなで工作ができ る部屋」 が23.0% と 続いている。  

 

児童センタ ーにどのよう な「 遊び」 が必要か 
 

■就学前児童保護者 

全体では「 アスレチッ ク や巨大遊具などを 使っ て体を 動かす遊び」 が71.6% と 最も 多く 、「 自然観

察や星空観察など自然に親し んだり 、ふれあっ たり する遊び」 が44.9% 、「 噴水や親水広場など水と

ふれあえる遊び」 が34.6% 、「 サッ カ ーなどのスポーツや鬼ごっ こ など、 集団でする遊び」 が26.1%

と 続いている。  
 

■小学生保護者 

全体では「 アスレチッ ク や巨大遊具などを 使っ て体を 動かす遊び」 が63.7% と 最も 多く 、 自然観

察や星空観察など自然に親し んだり 、ふれあっ たり する遊び」 が45.0% 、「 サッ カ ーなどのスポーツ

や鬼ごっ こ など、 集団でする遊び」 が34.2% 、「 理科実験などの要素を 取り 入れた科学的な遊び」 が

24.5% と 続いている。  

 

自由意見 
 

室内や外でたく さ ん遊べる 施設がほし い。  

児童セン タ ーなどは利用時間が限ら れすぎていて行き づら い。 夏の暑い日室内で気軽に遊べる と こ

ろ がない。 買い物の間１ 、 ２ 時間気軽に預けら れる と こ ろ があっ ても よ い。 も う 少し 民間の施設の

プレ イ ルーム等を 参考にし てほし い。 すぐ に取り 入れら れる こ と がたく さ んある。  

室内パーク などの施設も 作っ ていただけたら 楽し めると 思う 。  

科学技術的なも のを 遊びな がら 学べる 児童館やプ ラ ネタ リ ウム等の施設があれば利用し たいと 思

う 。（ 市外の施設を 利用し たこ と があるので、 市内にあれば子ども の教育上積極的に利用し たい。）  

雨の日でも 思い切り 体を 動かし て遊べる 場所がも っ と ほし い。 料金が発生する 場合でも 高く なく 、

ためら いなく 行ける 料金がいい。  

子ども が安全に遊べる 場所（ 公園や児童セン タ ーなど） を も っ と 増やし てほし い。  
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暑い日や雨の日などに利用でき る 施設が増える と よ い。  

土日だけでなく 平日のイ ベン ト や、 無料、 体験型のイ ベン ト が増える と う れし い。  

越谷市のよ う な科学に特化し た施設がある と 子ども の好奇心を 育むこ と ができ ると 思う 。  

児童セン タ ーが企画さ れたイ ベント は、 何度か利用さ せても ら っ ている 。 色々な種類のも のが増え

ても ら える と 嬉し い。  

子ども 同士が、 一緒に遊べる 場所がある と 嬉し い。  

夏休みを 持て余し てし まう ので、 長期休みの間に子ども のイ ベント や楽し める 場所がある と あり が

たい。 普段はパート なので、 小学校の学童は利用し ていないが、 長期休みに入る と 預け先がないこ

と があり 困る 。  

春日部市は勉強でき る と こ ろ が少ない。 も っ と 勉強でき る スペースを つく っ てほし い。 他の市と 学

力の差がどんど ん開いてし まう 。 子ども の学力が上がら ないと 選べる 将来が狭く なっ てし まう 。 夏

休み子ども 達が集まり 話し 合える 場所（ 学べる 場所） がない。  

屋内外を 含め、 子ども が安全に楽し く 、 思いっ き り 身体を 動かし て（ 使っ て） 遊ぶ所が増えたら 良

いと 思う 。  

子ども 達がのびのび遊べる 場所と し て水と ふれあえる所がも っ と 増えたら いいと 思う 。  

越谷市のよ う に、 春日部も 科学館など子ども が遊びながら 学べる 施設があっ たら いいなと 思う 。  

ある 程度大き く なっ てく ると 放課後に遊べる 場所が限ら れてき てし まっ ている 。 スーパーやモール

ではなく 、 子ども が集える 公的な場所があると いい。  

児童セン タ ーに行く が、 遊びが中心で子育ての相談と いっ た感じ ではないと 思っ た。 も っ と 色々と

支援等充実さ せ、 広報等で発信し てほし い。 それに越谷市の科学技術体験セン タ ーミ ラ ク ルのよ う

な施設等があっ た方が、 教育的にも よく なっ ていく と 思う 。  

支援セン タ ーで、 も っ と 楽し いイ ベント が行われる と よ いと 思う 。 博物館、 プラ ネタ リ ウム等の施

設があると 嬉し い。  

 

 
 

 
  

遊具などで体を 動かせる子ども の遊び場や、  

自然に触れあえる場所、 工作でき る居場所を要望する声が多数。  

子ども の居場所・ 遊び場と し ての児童館機能に加え、  

科学的な見方・ 考え方を遊びながら  

学べる児童館も 求めら れている。  
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1-5 構想策定の基本的方向性 
 

前項まで、 上位計画・ 関連計画、 既存児童館の現状やアンケート 結果を整理し 、 本事業の位置

づけと 求めら れる方向性を整理し まし た。 こ れら を踏まえ、 次の通り 基本的方向性を定めます。 
 

１ ． 持続可能な未来に向けたまちづく り 拠点と し ての児童館 

  子育て支援にと どまら ず、 春日部のまちづく り を牽引し 、 春日部の未来を 創る事業と し て

の児童館整備の必要性や子育て支援・ まちづく り ・「 生き る力」 の育成をつないだ、 新たな

考え方による構想策定が必要と なっ ています。  

  春日部市の未来都市づく り を 牽引する拠点と し て、 未来に向けたさ まざまな取組みと 連携

し 、 相乗効果を発揮する事業が求めら れています。  

  春日部市立地適正化計画など、 春日部市のこ れから のまちづく り と 連携し た児童館が必要

と なっ ています。  

 

２ ． 地域がつながり 、 子ども の未来が育まれる、  

春日部なら ではの場づく り  

  地域の人々が集い、 交流し ながら 、 子ども たちの「 生き る力」 を育んでいく 場と し ての児

童館づく り の必要性。 地域に開かれ、 地域がつながり 、 未来への「 力」 が育まれる拠点と

し ての児童館と なるこ と が求めら れています。  

  子ども たちの居場所、 安全な遊び場であるだけではなく 、 春日部の地域と 人がつながり 、

未来を つく る「 力」 が育まれる場と し ての児童館への進化が必要と なっ ています。  
 

３ ． 子ども たちの日常に溶け込みながら 、  

未来を担う 「 小さ な科学者」 を育成 

  春日部市における教育課題と し ての理科・ 科学教育の推進に対応し 、 未来を 担う 「 小さ な

科学者」 を 育成するさ まざまな取組みの推進、 春日部市が目指す「 子ども が幸せに育ち、

生き る力を はぐ く むまち」 の実現への貢献が求めら れます。  

  幅広い年齢層の子ども たちにと っ ての日常生活拠点と し て、 地域に求めら れる機能や活動

を統合し た児童館づく り が必要と なっ ています。  
 

４ ． 春日部ら し い魅力ある暮ら し のムーブメ ント を創出する 

独自性と 発信力 

  春日部らし い暮らし の魅力を市内外に発信し 、 “まきこ む・ つながる・ ひろがる”ムーブメ ント を

醸成する児童館と なるために、市内外の共感を獲得する、独自性と 発信力にあふれた児童館事業

が必要と なっています。  

 


